
日本大学大学院総合社会情報研究科紀要 Vol. 25 No. 2, 151-159 (2024) 
 

 

【研究論文】神奈川県横須賀地域の言語環境に 
米軍基地が与える影響 

―日英バイリンガルスクール教員を対象としたインタビューの比較分析から― 

 

山出 裕子 

日本大学大学院総合社会情報研究科博士後期課程 

 

The Impact of American Naval Base  
on Linguistic Environment in Yokosuka, Japan 

―A Comparative Analysis of Interviews with Bilingual School Educators― 
 

YAMADE Yuko 
Graduate Student at the Graduate School of Social and Cultural Studies, Nihon University 

 
This article aims to examine the influence of the American military base on the linguistic environment 

in Yokosuka, Japan, through interviews with bilingual educators in this area. To clarify its 
characteristics, we compare its impact in Yokosuka with that in Okinawa, which has the largest area 
covered by American military bases and camps in Japan. In order to analyze the interview data from 
educators in Yokosuka and Okinawa, we will use the KJ method, a technique adopted for analyzing 
qualitative data in various academic fields, such as education and linguistics. By comparing the 
perspectives of bilingual educators in Yokosuka and Okinawa, I aim to characterize the impact of the 
American military base, especially with regards to its influence on the linguistic environment in 
Yokosuka. 

 
 
1. はじめに 
現在、神奈川県横須賀市の中心部には在日米海軍

横須賀基地が位置しており、周辺地域にはその文化

的影響が色濃くみられている。もともと横須賀地域

は、江戸時代の終わりに横須賀市内の浦賀地区にア

メリカ海軍のペリー (M. Perry 1794-1858) が艦隊を

率いて来航したことで、20 世紀の日本と西洋文化の

文化接触の発祥となった場所である。その後、明治

時代には、横須賀地域に大規模な造船所が作られた

ことで、欧米、特にフランスから技術者らが多数訪

れ、同地域において文化・技術交流がおこっていた

ことが、歴史文献から明らかにされている (山本

2003; 横須賀市 2015) 。さらに、第 2 次大戦後に、

同地域に在日米海軍横須賀基地が置かれ、現在に至

っている。 

本論では、以上のような欧米との異文化交流と言

語接触に関して比較的長い歴史を持つ神奈川県の横

須賀市中心部の言語環境について、その特徴を調査

し、明らかにしようとするものである。特に本論で

は、米軍基地があるという言語環境が、同地域にど

のような特徴をあたえているのか、について考察す

る。そのため、本研究では当該地域で言語教育に携

わった経験のある教育者へのインタビュー調査を行

い、そのデータを分析することで、本研究の研究対

象地域において、「米軍基地がある」という言語環境

が、当該地域で行われる言語教育において果たす役

割を、教育者の意識から考察するものである。 
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2. 先行研究との位置づけ 
ここでは、本研究に関する先行研究を概観し、そ

こから浮かび上がる課題と本研究の関係を明らかに

する。 
 

2.1 在日米軍基地周辺地域の文化形成 
近年、米軍基地周辺に作り出される「米軍基地文

化」に関する研究がみられるようになっている (難
波 2014、など) 。例えば、東京都福生市の横田基地

周辺には、かつて「アメリカンハウス」（または米軍

ハウス、インディペンデントハウス）と呼ばれた独

特の建築様式のアメリカ人向け住宅が多くみられて

いた (木本 2014)。しかしながら現在では、その規模

が急速に縮小し、現在の「アメリカンハウス」はか

つて横田基地周辺の賑わいとその文化を伝える観光

資源のための存在となっているものが多く、実際に

米軍関係者が居住している例はほとんどみられなく

なっている (木本 2014) 1。一方で、近年、地理学分

野を中心に「インディペンデントハウス」としての

「アメリカンハウス」の一連の研究がみられるよう

になっている (大場 2021; 小塩 2024 など)。これら

の「インディペンデントハウス」に関す最近の研究

は、戦後の日本における日本領土の接収とその返還

後の発展過程に注目するものである。  
本研究の対象地域である、横須賀地域の米軍基地

周辺文化に関する研究としては、大山 (2014) があげ

られる。ここでは、横須賀地域の米軍基地周辺にお

いて、アメリカ人兵士たちが基地外に持ち出した音

楽が周辺地域の音楽と融合し、「横須賀ジャズ」と呼

ばれる混交性の特徴を持った音楽文化が創り出され

たことを例に、米軍基地から持ち出されたアメリカ

文化が周辺地域に影響を与え、横須賀地域において

日米文化が融合した「米軍基地文化」が形成された、

としている。 
以上のように、米軍基地周辺にアメリカ文化が波

及し、アメリカ文化の影響を受けたハイブリッドな

特徴を持った文化が、近年、「米軍基地文化」として、

研究対象となっている。これまでは、このような米

軍基地周辺にみられる文化に関する研究としては、

「住居空間」という文化人類学的または地理学的側

面 (木本 2014; 大場 2021; 小塩 2024 など) や、「音

楽」という芸術的学側面 (青木 2013; 大山 2014) か
ら論じられてきた。さらにこれらの研究が進むにつ

れ、「米軍基地文化」として、より広い研究領域が対

象とすべきであることが論じられるようになった 
(難波 2014)。こうした背景にあって、本研究は、こ

れまでにいくつかの先行研究が見られる言語学的側

面のなかでも、特に「言語環境」と言う点について、

横須賀地域の米軍基地周辺を対象として、調査なら

びに分析を行い、その特徴を明らかにしようとする

ものである。 
 

2.2 横須賀地域の米軍基地周辺の言語景観からみ

る言語環境の特徴 
近年、「言語環境」に関する研究において、「言語

景観」が注目されている。「言語景観」とは、1990 年

代に、カナダの社会言語学者である R. Landry & R.Y 
Bourhis (1997) によって「特定の領域あるいは地域の

公共的・商業的表示における言語の可視性と顕著性」

(p.26) を表すものと定義され、その後、複数の言語が

話される地域を対象に、研究が行われるようになっ

た。国内においては、特に 2000 年代以降、東京周辺

の言語環境に関する研究が見られるようになり

(Backhaus 2007 など)、現在では、国内の様々な地域

を対象とした研究が行われるようになっている。 
(庄司・バックハウス・クルマス 2009; 中井・ロング

2011 など)。 
これまでに行われた、横須賀地域の米軍基地周辺

にみられる言語景観に関する研究としては，今村・

塚原(2014)、榎本・小田 (2022) などがあげられる。

今村・塚原 (2014) は，国内の米軍基地のある都市で

ある，神奈川県横須賀市，東京都福生市，沖縄県沖

縄市，および，金武町において，基地周辺にみられ

る多言語 (主に、日英バイリンガルや英語のみの) 看
板等について調査を行い、それらを比較分析したも

のである。分析に際しては，それぞれの対象地域の

英語のみあるいは日英バイリンガルなどの英語表記

を含む看板について，業種別に分類し，それを一覧

にした上で，それぞれの地域における特徴を考察し

ている。さらに、バックハウス (2011) の分析に倣い，

多言語看板 (ここでは英語のみまたは日英バイリン

ガル看板) が誰によって，誰のために作られたのか，
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という点について，4 つの研究対象地域を比較考察

している。 
榎本・小田 (2022) では、横須賀地域の米軍基地周

辺のみを調査対象地域とし、ここにみられる英語の

みまたは日英バイリンガル表記の看板を調査し、そ

こから、英語母語話者の行動範囲に関する考察を行

っている。 
以上の研究では、横須賀地域の米軍基地周辺には、

日英両語を用いたバイリンガルの言語環境が同地域

の特徴とれていることが、言語景観の側面から明ら

かにされている。 
 
2.3 言語環境が言語習得に与える影響 
言語環境が言語習得にどのように作用するかに関

しては、すでにバイリンガル教育研究において一定

の研究がなされている。例えば、Gilles, Bourhis & 
Tayler (1977) では、カナダのケベック州において英

仏の両方が日常的に話されていたり、両言語を用い

たバイリンガルの看板が日常的にみられる、といっ

た言語環境が、言語習得にもたらす影響について調

査 し て い る 。 こ れ ら は 、 民 族 言 語 的 活 力 
(Ethnolinguistic Vitality: EV) を調査したものである

が、これまでにカナダのみならず、オーストラリア、

ヨーロッパなどのバイリンガルあるいは多言語が存

在する言語環境において、EV 調査をもとにした研究

が行われている (Ehara 2010; Shindo 2015 など)。 
日英バリンガル児の言語環境が、言語習得に与え

る影響について、EV の側面から調査したものとして

は、例えば、Oketani (1997) および、桶谷(1999) が、

あげられる。これらは、カナダに在住する日本語と

英語のバイリンガル児の言語能力、社会的、社会心

理的、心理的要因の関係を調査したものである。

Oketani (1997) では、アンケート調査により量的に分

析し、桶谷 (1999) では、日本語と英語の 2 言語能力

と帰属意識、それを取り巻く社会要因の関係につい

てインタビュー調査を行い、質的に分析を行ってい

る。また、桶谷 (1999) では、日英バイリンガル児の

言語習得においては、より受け入れられやすく、周

りとのコミュニケーションを可能にするような言語

能力が形成されるとし、言語環境によって人為的に

バイリンガルの型が形成される、としている。 

また、日英バイリンガル児の言語環境に関して、

教育に携わる関係者の意識から、言語習得に与え影

響を調査したものとしては、篠沢・松寄・松井 (2020) 
があげられる。これは、イギリスにおいてバイリ

ンガル児を育てる日本人の母親に対して半構造化イ

ンタビューを行い、母親たちの意識から、バイリン

ガル教育における言語環境の与える影響を調査した

ものである。 
以上のように、先行研究からは、複数の言語が存

在する言語環境では、それぞれの言語の社会の中で

の役割や EV が、バイリンガル児の言語形成に影響

を与えると考えられている。 
 本研究は、国内における最大の米海軍基地であ

る横須賀基地周辺地域における言語環境が、当該地

域で行われる言語教育にどのような役割を果たすか、

について、研究対象地域で教鞭をとる、またはとっ

た経験のある、バイリンガル教育に携わる教育者の

意識から、明らかにしようとするものである。 
 
3. 目的 
本研究の目的は、神奈川県の横須賀地域において、

米軍基地があるという言語環境の特徴について、同

地域で教鞭をとった経験のある教育者の意識から、

明らかにすることである。さらに、こうした特徴を

持つ言語環境が、言語教育において果たす役割につ

いて、教育者の意識からその可能性を探ろうとする

ものである。そのため本研究の調査では、研究対象

地域で言語教育、特に、バイリンガル教育に携わる、

または携わった経験のある教育者に同地域の言語環

境に対する意識について半構造化インタビューを行

った。ここで調査対象を「バイリンガル教育を行う

教育者」としたのは、これらの教育者が、日英両言

語に日常的に関わりを持っているため、言語環境に

対する意識が高いのではないか、と考えたためであ

る。さらに本研究では、横須賀地域における言語環

境の特徴を浮き彫りにするため、他の米軍基地周辺

地域においても同様の調査を行い、その結果を比較

することとした。比較対象地域として、本研究では、

沖縄県の米軍基地周辺においてバイリンガル教育に

携わる教育者に対して調査を行うこととした。ここ

で沖縄県を比較の対象地域とした理由は、都道府県
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別でみると、沖縄県が日本国内において最も米軍基

地の占有面積が多いためである 2 。そのため、沖縄

県では、米軍基地の存在が、周辺地域の言語環境と

より強く関わっているのではないか、と考えたこと

がその大きな理由である。 
 
4. 調査方法 
4.1 データ収集 
(1) 対象者 
表 1 は、今回インタビューを依頼した 4名の横須

賀地域および沖縄県において日英バイリンガル教育

に携わっている教員、及び、過去に同地域で日英バ

イリンガル教育に携わった経験のある教員の属性と

インタビュー調査方法の概要である。 
 

表 1 調査対象者の属性とインタビュー調査方法の概

要 

 
以上の 4名の調査対象者のうち、教員 1 は、現在

は日本国外の教育施設 (小学校) で、教員 4 は日本

国内の別の教育施設 (高等教育) において教育に携

わっている。また、教育施設に関して、A 校および

B 校は、2 歳から小学生までの児童および生徒が在

籍しており、C 校、D 校は 3 歳から中学生までの児

童および生徒が在籍している。 
 
(2) 調査方法と時期 
本研究では、4 人の教育者に対してそれぞれ 20～

30分程度の半構造インタビューを本論著者が個別に

行った。横須賀市の教育者については、1名を対面式 
(インタビュイーの教育施設内の教室) で、1 名を遠

隔会議システム ZOOM を用いてオンラインにて行

った。沖縄県の教育者 2名については、ともに ZOOM
を用いてインタビューを行った。使用言語はすべて

日本語であった。なお実施時期は、2022 年 9月に 3
名 (いずれも遠隔会議システム ZOOM を使用)、2023
年 3月に 1名 (対面式) である。 
 
(3) インタビュー内容 
それぞれの対象者に「米軍基地が周辺地域の言語

環境へ与える影響」についてのインタビューを行っ

た。 
インタビュー内容は、①米軍基地周辺に特定の文

化が形成されていると考えるか、②米軍基地は周辺

の言語環境に影響を与えているか、③米軍基地周辺

の言語環境はアイデンティティの形成に影響を与え

るか、である。なお、インタビュー内容は、調査参加

者の承諾を得たうえで、録音を行った。 
 
(4) 倫理的配慮 
本研究は、東京学芸大学研究倫理委員会の承認を

経て (受付番号：600)、実施された。調査にあたり、

研究概要、研究参加が任意であること、収集した個

人情報は、研究目的のみで使用すること、研究結果

の公表では、個人を特定できないようにすること、

研究への同意撤回が可能であることなどを書面及び

調査当日に口頭説明を行った上で、調査参加者の自

由意思に基づき、調査同意書への署名を得た。 
 
4.2 分析方法 
本研究では、山浦 (2012) の「質的統合法」に沿っ

て、分析を行った。これは、インタビューデータを

文字起こししたのち、①データを内容ごとに切り分

ける (ラベルづくり)、②複数のラベルの内容を一文

にまとめる (表札づくり)、③見取り図作成、その後、

すべてのラベルを再度広げ、④本図解作成、⑤本図

解につけられたシンボルマークを利用しながら叙述

化 (結論) を行う、という手順である。本研究では、

横須賀地域の特徴を浮き彫りにするため、横須賀地

域の調査で得られたデータと沖縄県の調査によるも

教育

者名 
教育施設

と地域 4 
現在の教

育施設 
性

別 
調査 
方法 

調査 
時間 

教員

1 
神奈川県

横須賀市

内 A 校 

国外教育

施設 E 校 
女

性 
オンラ

イン 
20 分 

教員

2 
神奈川県

横須賀市

内 B 校 

同左 女

性 
対面 30 分 

教員

3 
沖縄県内

C 校 
国内教育

施設 F 校 
男

性 
オンラ

イン 
30 分 

教員

4 
沖縄県内 
D 校 

同左 女

性 
オンラ

イン 
30 分 
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のとを比較することとした。比較に際しては、山浦 
(2012) の「個別分析比較」の手法を用いた。具体的

には、初めに、横須賀地域および、沖縄県の調査デ

ータを「質的統合法」を用いて分析したのち、分析

の結果を一覧表 (マトリックス) にし、比較・検討を

行い、叙述化 (本論では考察) を行う、というもので

ある。 
 
5. 分析結果 
5.1.1 インタビューデータの分析 
収集したデータの分析を行うにあたり、はじめに、

インタビューデータについて、「質的統合法」の最初

の手順である①ラベルづくりを行った。ここでは、 

84枚のラベルが作成された。次に、②表札づくりを

行い、ここでは、9枚の表札が作成された。これを用

いて③見取り図および④本図解を作成した。山浦 
(2012) では、見取図および本図解の作成過程におい

て、ラベルを 5-7 のグループに編成し、グループ毎

に「各ラベルの内容のエッセンスを凝縮した」もの

であるシンボルマークを付け、これを用いて結論と

して叙述化する、としている。そのため、本研究で

も、得られたインタビューデータを以上と同様の手

順で分析した。その結果、6 つのシンボルマークが得

られた。これらはそれぞれ、横須賀地域について 3
つ、沖縄地域について 3 つの計 6 つであった。以下

に、シンボルマークとその内容を横須賀地域、沖縄

地域に分けて詳述する。 
 

5.1.2 横須賀地域のインタビューデータから得ら

れたシンボルマークとその内容 
横須賀地域のインタビューデータを分析した結果、

表 2 に示す 3 つのシンボルマークが得られた 5。 
 

表 2 横須賀地域の調査から得られシンボルマーク 

  

表 2 の 3 つのシンボルマークにまとめられた内容

に関する詳細を、以下に記す。 
 
①【外国人が多く、独自の文化が創り出されている】 
横須賀地域で教育に携わった経験のある教員 1、2

ともに、「横須賀の街中に外国人が多い」と感じてい

る。このことについて、教員 2 は「横須賀に来て、

日本人と外国人 (アメリカ人) が混じり合って町が

できているみたいな印象を受けたのがすごい衝撃的

だった」と述べている。この点について教員 1 も「横

須賀では外国人 (アメリカ人) が珍しくない、という

点で米軍基地の影響は大きい」と述べている。そし

てその結果として、「横須賀では外国人が町中に多い

ので、英語が自然に学べる」(教員 1)、「横須賀では

日本人と外国人が共存していてそれが文化といえる

のではないかと思う」(教員 1) と述べている。 
 
②【英語を学ばせたい親にとっては理想的な場所】 
国内のバイリンガル／インターナショナルスクー

ルでは、日本人の親が子供に英語を学ばせるために

通わせてはいるものの、日本人が 8 割以上の学校も

あり、英語を学ばせるのが難しい学校も存在する。

しかしながら、横須賀地域の場合は、米軍基地外の

バイリンガル／インターナショナルスクールに米軍

属の家族が子供を通わせ、日本語や日本文化を学ば

せたい、という場合もあることから、A校 B校とも

に、児童／生徒の半数程度が英語のネイティブスピ

ーカーである。そのため、教員 1 は「A 校は英語を

学ばせたい (日本人の) 親にとっては、手っ取り早い

確実な手段」であり、このような言語環境があるの

は「横須賀に米軍基地があるおかげ」であると述べ

ている。 
 
③【多様な文化に触れオープンマインドなアイデン

ティティが育つ】 
横須賀地域のバイリンガル／インターナショナル

スクールには、アメリカ人の児童／生徒が多く、「肌

や髪の色の違いなど気にせずお友達になれる」(教員
1) との発言がみられた。そのため、「オープンマイン

ドなアイデンティティが育まれる」(教員 1) と述べ
ている。教員 2 も「色々な違いが混じっている中で

① 【外国人が多く、独自の文化が創り出され

ている】 
② 【英語を学ばせたい親にとっては、理想的

な場所】 
③ 【多様な文化に触れ、オープンマインドな

アイデンティティが育つ】 
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学ぶことで、子供たちの視野が広がっている」と述

べている。そして、幼児・初等教育のうちにすでに

差別意識を持たずに多文化に触れられていることか

ら、将来的には「日米に限らず、多様な文化に関心

を持つことが可能」(教員 2) と述べている。 
 
5.1.3 沖縄地域の調査分析から得られたシンボル

マークとその内容 
沖縄県についても、横須賀地域のインタビューデ

ータと同じ手法で分析した結果、表 3 に示すような

3 つのシンボルマークが得られた。 
 
表 3 沖縄県の調査から得られたシンボルマーク 

 
表 3 のシンボルマークにまとめられたラベルの内

容に関する詳細を、以下に記す。 
 
①【米軍基地の影響はあるが限定的】 
教員 4 は米軍基地の存在の是非に関わらず子供た

ちの「アイデンティティの形成に米軍存在は影響を

与えている」と述べている。その理由としては、い

たるところに基地があるために「身近に外国とのつ

ながりを感じる」と述べている。また、必ずしも是

ではないが、「アイデンティティの形成に米軍基地の

存在が影響を与える」と述べている。また、教員 3 も、

年配の人々でも「ウチナー英語」6 といわれるような

沖縄方言の混じった英語を話せる人がいることを挙

げている。しかしながらこれは「米軍基地内で働く

必要性」から身に付けた英語であって、沖縄の歴史

を考えた際に、それが「必ずしも良い影響であると

は言えない」と述べている。一方で、教員 4 は、最

近の若い世代では「英語を学ぶために米軍基地内で

働き、(ネイティブレベルの英語力を身につけ)、その

後ステップアップしていく者もいる」と述べており、

この点については、英語の学習に関しての米軍基地

の存在の「是」の部分と述べている。 

②【米軍基地に対する反発があり、負のイメージが

ある】 
教員 3 は、米軍基地のアメリカ人たちは「アメリ

カが戦勝国のため (日本人に対して) 優越感を持っ

ている」と感じている。また、教員 4 は、米軍基地

周辺に生まれた日米の混交文化は「現在は廃れてい

る」と述べている。そしてそれは完全にすたれたも

のではなく、現在も存在しているが、「夜の海兵隊の

基地の周辺はちょっと怖いな。何があるかわからな

い雰囲気はある」と述べている。 
以上のインタビュー内容から、沖縄における米軍

基地の存在は、英語を学ぶための場所として「是」

のイメージはあるものの、それ以上に「非」のイメ

ージが強いと言える。 
 
③【日米バイリンガルというよりは、国際性を身に

つけるべき】 
沖縄で「バイリンガル」というと「まず、沖縄方言

と日本語のバイリンガルがある。英語の前にまず日

本語を身に付けなくてはならないため、英語はその

他の言語と同列である」(教員 3) と述べている。ま

た教員 4 も「沖縄の言語文化では、日本語と英語は

非対称である」と述べている。「もともとあった沖縄

方言に明治以降、日本語が加わり、戦後、突如とし

て権力性を持って現れたのが英語である」(教員 4)と
述べている。また、教員 3 は、特に「9・11」7 以降、

アメリカの「極右化」が強まり、沖縄の学校が目指

している「グローカル」(国際性と沖縄文化の共存) と
いう方針とは相いれない、と感じている。また教員

4 も「米軍基地は英語学習の場でしかなく、ステップ

アップのための通過点に過ぎない」と述べている。 
 
5.1.4 米軍基地の存在に対する横須賀地域と沖縄県

の教育者の意識の比較 
本研究では、以上の横須賀地域と沖縄県における

バイリンガル教育に携る教員の意識を比較考察する

ものであることから、山浦 (2012 p.110) を参照し、

比較研究を行う際のマトリックスを作成した。作成

したマトリックスを表 4 にまとめる。 
 
 

① 【米軍基地の影響はあるが、限定的】 

② 【米軍基地に対する反発があり、負のイメー

ジがある】 
③ 【日米バイリンガルというよりは、国際性を

身につけるべき】 
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表 4 米軍基地の存在に対する横須賀地域と沖縄県の

教育者の意識比較 

 
表 4 のマトリックスに示した分析に関する考察 

(叙述) を、以下に記す。 
 
6. 考察 
表 4 の分析結果を考察したところ、米軍基地があ

るという言語環境のもつ特徴については、横須賀地

域、沖縄県のそれぞれについて、以下の点が明らか

になった。 
①横須賀地域では、米軍基地の存在が肯定的に捉

えられている。基地内外の文化交流が比較的積極的

に行われ、米軍基地の存在が、言語習得の実践の場、

新たな混交性の文化が創造される源とされている。

それを手掛かりに国際的に活躍できる人材育成の機

会が得られ、言語環境、言語教育に大きな影響を与

えている。そのため、将来的にも米軍基地の存在意

義がある、との認識が示されている。 
②沖縄県においては、米軍基地の存在は異質なも

のとして捉えられている。また、歴史的に、沖縄の

文化や言語環境に肯定的な影響を与えるとはみなさ

れてこなかった。前世代では、米軍基地を生活する

ために必要な場として、一定のレベルで受け入れて

おり、そこから混交文化や言語文化 (ウチナ―英語) 
などは生まれていたものの、特殊な例とみなされて

いる。現在の米軍基地の影響は限定的であり、言語

環境や言語教育、新たな文化の形成には大きく影響

してはいないと考えられている。 
 
7. まとめと今後の課題 
本研究で行った、研究対象地域で言語教育に携わ

った経験のある教育者へインタビュー調査、分析、

考察により、本研究の対象地域である神奈川県横須

賀地域においては、米軍基地が言語環境の一部とし

て比較的肯定的に受け入れられており、また、米軍

基地周辺に混交の文化が存在しているとの意識がみ

られることが明らかになった。 
本研究では、対象地域で日常的に日本と英語に触

れているという理由で、バイリンガル教育に携わる

日本人教員を調査対象とし、調査対象地域において、

米軍基地が言語環境としてどのように意識されてい

るのか、また、米軍基地が周辺文化においてどのよ

うな役割を担っているのと認識されているか、につ

いて、インタビュー調査を行った。そこから、横須

賀地域では、米軍基地の存在が、周辺地域の言語環

境として肯定的に認識され、かつ、同地域の文化形

成に一定の役割を担っていることが明らかになった。 
今後は、本研究調査で明らかになったような言語

環境や周辺文化とともに成長したバイリンガル児童

や生徒たちが、実際にどのようなアイデンティティ

を形成しているか、について明らかにする必要があ

ると考えている。そうすることで、本研究対象地域

の言語環境や文化的特徴、そこに与える米軍基地の

存在の意義がより明らかになると考えている。 
 
注 
1. 2023 年 3 月に本論著者は、木本 (2014) に示され

たような福生市の当該地域において「アメリカン・

ハウス」の実態調査を行った。その際は、かつて

「アメリカン・ハウス」として、米軍基地に勤務す

るアメリカ人向けに使われていた平屋建ての住居

発生の多くが、廃墟と化していたり、商業施設と

て使われてるものが確認された。また、現在住居

として使われていると思われるものもみられたが、

横須賀地域の教育者 
の意識 

沖縄県の教育者 
の意識 

米軍基地の存在 
英語学習の場が確保さ
れ、周辺地域が国際的に
なる。 

異質な存在であり、その
存在自体に賛否両論が
ある。 

基地周辺に形成される文化 
米軍基地があることで、
日米のみならず国際交
流がすすみ、差別意識の
ない人格形成が可能と
なる。 

基地周辺地域の混淆文
化は、かつては存在した
が、現在は限定的であ
る。 

米軍基地のもたらす将来的な影響 

基地内外の文化交流が
盛んで新たな日本文化
が形成され、そこから将
来性のある国際的かつ
グローバルな人材が育
成される可能性がある。 

米軍基地は通過点であ
り、英語以外の言語学習
の必要性とともに価値
が低下。グローバルな人
材を育成することを目
指すも、基地とは文脈が
異なる。 
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米軍勤務のアメリカ人が所有する車のナンバープ

レート (いわゆる Y ナンバー) を掲げた車が置か

れた住居は確認できなかった。福生市・横田基地

周辺のこの点の現状については、塚田 (2019)、大

場 (2021)、小塩 (2024) においても触れられてい

る。 
2. 在日米軍施設都道府県別面積」では、1 位沖縄県 

(184,545,㎢)、2 位青森県 (23,744 ㎢)、3 位神奈川

県 (14,730㎢)、4位東京都 (13,177㎢)、となって

おり、沖縄県が全体の 70％以上を占めている (防
衛省・自衛隊「在日米軍施設・区域 (専用施設) 都
道府県別面積」(2024 年 1 月) より)。 

3. 山浦 (2012) では、「質的統合法」を「KJ 法」の基

本原理と基本技術に準拠している、と述べている

一方で、「川喜多学の門下生として学んだ内容が筆

者 (注：山浦) 流の内容に変化していることもある」

と述べている。本研究では、山浦 (2012) を参照し

調査結果を分析しているため、本研究のインタビ

ュー調査の分析手法の呼称としては、「質的統合法」

を用いることとする。 
4. 沖縄県は、教育施設が特定される可能性があるた

め、都市名は記載しない。 
5. ここでは、シンボルマークを隅付き括弧 (【 】) で

示す。 
6. 「ウチナ―英語」または「ウチナー・イングリッシ

ュ」とは、主に沖縄県内で話されるもので、「標準

的な英語」とはかけ離れているものの、ジェスチ

ャー等の非言語を用いながら現地の人々とコミュ

ニケーションを成立させる英語のこと。「2 つ以上

の言語が接触する時、少ない語彙で文法も比較的

簡略化されたコミュニケーション・ツールとして

用いられる独特な言語を『ピジン』(pidgin) と呼ぶ
が、『ウチナー・イングリッシュ』はまさに『ピジ

ン英語』と呼べるだろう」(高良 2022) とされる。 
7. ここでいう「9・11」(ナイン・イレブン) とは、2001

年 9 月にアメリカのニューヨーク市でおこった、

同時多発テロのことである。 
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